
フェローデッキ床スリーブ（箱抜き）対応
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概要（効果・特徴・メリット等）

フェローデッキのトラス筋に合わせてスタイロフォームを加工・設置し、箱抜きを行う。箱抜き上部は
コンパネ等で塞ぎ開口養生を行う

工程

効果

■フェローデッキはトラス筋付きの構造で、大空間のスラブ構造に使用されることが多く、床コンク
　リート打設前から打設後に掛けて、型枠支保工が不要というメリットがある。その反面、コンクリ
　ートが硬化するまでの間（打設後約30日間）、トラス筋を切断することができず、貫通枠や実管
　ダクトなど鉄製のスリーブを打設前に取り付ける作業は容易でない

■フェローデッキの場合には、切欠き加工が容易なスタイロフォームを利用し、箱抜きとして設置す
　る方法が最良

・丸型スリーブの場合は、紙ボイドが最良。鉄製・塩ビ製の加工は困難。
・貫通枠・実管ダクトが使用できず、産廃量が増大する。
・コンクリート硬化後、デッキ切断作業に加え、トラス筋を切断する手間が発生する。
・但し、原則としてスリーブが集中するシャフト・便所などの水廻りは、フラットデッキに変更する
　ことを推奨。

フェローデッキに設置する箱抜きスリーブとして、スタイロフォームを加工して使用

事務所ビル・公共施設等（吹抜け等、大空間スラブ構造が比較的多い用途）

【フェローデッキ製品図】

【スタイロフォームによる箱抜き】

（トラス筋）
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